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今月のトピックス 

 

 

 

 

 

 

 

つしま学び講座 

 史料から読む信長・秀吉 

時代の津島 

日 時  9 月１6 日（日） 

午前１０時 

場 所  図書館２階大集会室 

講 師  羽柴亜弥氏 

＊事前申込不要・無料 

 今から 450 年ほど前の戦国時代、津島は活気

あふれる湊町でした。この時代の史料から見え

る津島の様子をわかりやすく紹介します。 

 

 昔の写真はありませんか？ 
  

図書館では、昔の街の姿を復元するため

に、できるだけ多くの昔の写真を集めてい

ます。ご自宅に街の様子がわかる写真（昭

和 40 年代頃まで）がありましたら、ぜひ

お貸しください。 

 データを取らせて頂いた後に写真をお返

ししますので、皆さまのご協力をお待ちし

ております。 

開館時間のご案内 

 

９月からは１８時閉館に戻りますの

で、お気をつけください。 

たくさんのご利用ありがとうございまし

た。 

なお、新規登録や再発行の申請、貸出・

返却は閉館１０分前までを目安に 

お願いいたします。 

特集 ロンドンオリンピック 

（好評開催中） 

 ７月２７日から８月１２日まで、イギリ

ス・ロンドンで第３０回オリンピックが開

催されました。 

 ４回に及ぶ投票でパリを破り、史上初と

なる３度目の夏季オリンピック開催地に選

ばれたロンドンとは、イギリスとはどんな

国なのでしょう？ イギリスやオリンピッ

クに関連する本を集めました。 

●『おいで、一緒に行こう  

福島原発 20 キロ圏内のペットレスキュー』  

森絵都/著 文藝春秋 645.6 モ 

●『幸せ老犬生活』 

全国ﾍﾟｯﾄｼｯﾀｰ協会/監修 主婦の友社 645.6

●『飼う前に読む！しつけ以前のペットの 

常識』 

高倉はるか/著 講談社 645.6 タ 

●『ボクたちに殺されるいのち』 

 小林照幸/著 河出書房新社 K645 コ 

動物愛護週間      

9/20～26 は動物愛護週間です。動物への理解を深めましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
新 着 図 書 

『東北おやつ紀行』  市川慎子／著 中央公論新社 383.8/イ 

 

 

ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

＊７月より、ホームページのアドレスが変更になりました。 

 新しいアドレスはこちら → http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

休館日 

２５日（火）（毎月第４火曜日） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『諸国一ノ宮山歩』若山聡/著 

『ふるさと海部・津島』石田泰弘/著 

『はじめての切り紙レッスン』くまだまり/著 

『窓の向こうのガーシュウィン』宮下奈都/著 

『極貧！セブンティーン』黒野伸一/著 

『置かれた場所で咲きなさい』渡辺和子/著 

『すぐに作れる COS 衣装』 

『最強！涼野菜レシピ』幸井俊高/監修 

『ももこのまんねん日記 2012』さくらももこ/著 

『悩むが花』伊集院静/著 

← 日本全国にある一ノ宮を訪れ、山歩きを楽しむ巡礼記。 

← 海部津島の暮らしや祭りなどの様子を集めた写真集。 

← 折って切るだけの初心者にも簡単にできる切り紙。 

← 額装の仕事を通じて、「私」の心は解放されていく。 

← 父がリストラされ蒸発？！夢を追って上京した貴美だが･･･。 

← 敬虔なクリスチャンの著者が語る人生の指南書。 

← コスプレに使える基本的な衣装の作り方を紹介。 

← 体の中の余分な「こもり熱」を冷ます涼野菜レシピ集。 

← イラストと共に綴られた著者の愉快な日常。 

← 抱腹絶倒の人生相談で人気、『週刊文春』で連載の書籍化。 

 愛知に生まれ育った著者が郡山に移り住むことになり、東北各地

に足を運ぶようになりました。 

東北の風景、食べもの、言葉、気候、あらゆることが珍しく感じ

られるなか、地元で古くから愛されている定番の「おやつ」に心ひ

かれます。 

生活に根付いたおやつを通して、その土地とそこに住む人々によ

り近づけた気がした、と語る著者。ゆるやかであたたかい青森から

郡山までの旅の記録です。 


